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す
め
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社
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的
賃
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争
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す
す
め
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す
べ
て
の
労
働
者
の
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上
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を
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す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
上
げ
を
！

①
最
賃
引
上
げ
、②
公
契

①
最
賃
引
上
げ
、②
公
契

約
、③
公
務
員
賃
金
引
上
げ

約
、③
公
務
員
賃
金
引
上
げ

　

昨
年
、
全
労
連
は
、
社
会
的

賃
金
闘
争
を
提
起
し
ま
し
た
。

社
会
的
賃
金
闘
争
は
、
①
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
、
②
公
契

約
、
③
公
務
員
賃
金
引
上
げ
の

３
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
方
針
が
示
さ
れ
て

は
い
る
も
の
の
、
公
務
労
働
者

の
側
に
春
闘
や
最
低
賃
金
引
上

げ
の
た
た
か
い
に
本
気
に
な
れ

て
い
な
い
側
面
が
あ
っ
た
り
、

民
間
労
働
者
の
側
に
も
公
務
員

バ
ッ
シ
ン
グ
を
払
拭
で
き
て
い

な
い
面
も
あ
っ
た
り
す
る
の
が

現
実
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま

ず
は
私
た
ち
公
務
労
働
者
が
、

春
闘
の
た
た
か
い
、
最
低
賃
金

引
き
上
げ
の
た
た
か
い
を
自
ら

の
課
題
と
し
て
本
気
で
と
り
く

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

公
務
労
組
が
中
心
と
な

公
務
労
組
が
中
心
と
な

り
時
給

り
時
給
1515
ド
ル
を
実
現

ド
ル
を
実
現

　

ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
州
や
都

市
で
、
労
働
者
の
た
た
か
い
に

よ
っ
て
、
最
低
賃
金
を
15
ド
ル

へ
引
上
げ
る
と
い
う
成
果
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
た
か

支
持
す
る
と
い
う
状
況
が
生
ま

れ
、
地
域
ぐ
る
み
の
大
き
な
運

動
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

最
賃
引
上
げ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

最
賃
引
上
げ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

全
国
い
っ
せ
い
行
動
を
展
開

全
国
い
っ
せ
い
行
動
を
展
開

　

首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
の
仲

間
ら
の
呼
び
か
け
で
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
違
い
を
超
え

て
、
最
低
賃
金
引
上
げ
の
全
国

的
な
運
動
を
す
す
め
る
「
最
低

賃
金
大
幅
引
き
上
げ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
委
員
会
」
が
発
足
し
、
全

国
い
っ
せ
い
宣
伝
行
動
も
呼
び

か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
呼
び
か
け
に
府
職

労
も
積
極
的
に
応
え
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
委
員
会
へ
の
参
加
を
決

定
し
、
２
月
27
日
（
土
）
に
は

新
大
阪
駅
前
で
の
宣
伝
行
動
を

行
い
ま
し
た
。
短
時
間
で
の
行

動
で
し
た
が
、
多
く
の
方
の
注

目
を
集
め
、
署
名
の
協
力
も
多

数
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
国
民
春
闘
で
は
、

戦
争
法
廃
止
の
た

た
か
い
と
合
わ
せ

て
、
最
低
賃
金
引

上
げ
、
全
国
一
律

最
低
賃
金
制
度
の

確
立
を
は
じ
め
、

人
間
ら
し
く
「
働

く
ル
ー
ル
」
の
確

立
を
め
ざ
す
運
動

が
重
要
で
す
。
引

き
続
き
、
と
り
く

み
を
す
す
め
ま

す
。

公
務
・
民
間
の
賃
下
げ
競
争

公
務
・
民
間
の
賃
下
げ
競
争

は
や
め
さ
せ
よ
う

は
や
め
さ
せ
よ
う

　

こ
の
８
年
間
、
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
を
突
破
口
に
し
て
、

住
民
い
じ
め
の
行
政
を
す
す
め
、
民
間
労
働
者
の
賃
金
も
低

く
抑
え
込
む
と
い
う
手
法
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
も
う

い
い
加
減
に
や
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
の
中
心
を
公
務

員
労
働
組
合
が
担

っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
公
務
員
労
働

組
合
が
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
店
な
ど
で

働
く
未
組
織
の
非

正
規
労
働
者
の
組

織
化
の
先
頭
に
立

ち
、
そ
の
結
果
、

非
正
規
労
働
者
を

は
じ
め
と
す
る
多

く
の
労
働
者
が
公

務
員
労
働
組
合
を

「
月
例
給
」引
上
げ
見
送
り

「
月
例
給
」引
上
げ
見
送
り

に
厳
重
抗
議

に
厳
重
抗
議

　

昨
年
10
月
、
府
人
事
委
員
会

が
、
給
料
表
と
地
域
手
当
の
引

上
げ
、
一
時
金
の
引
上
げ
等
を

勧
告
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

１
月
28
日
、
府
当
局
は
「
府
人

勧
を
見
送
る
」
と
の
最
終
回
答

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
間
の
職

場
か
ら
の
と
り
く
み
と
職
場
実

態
に
も
と
づ
く
追
及
に
よ
っ

て
、
最
終
回
答
の
一
部
を
変
更

し
、
一
時
金
０
・
１
月
分
を
昨

せ
ん
。
２
月
８
日
、
府
労
組
連

・
府
職
労
は
、
府
当
局
に
抗
議

ま
す
。

府
人
事
委
員
会
が

府
人
事
委
員
会
が

意
見
表
明

意
見
表
明

　

３
月
１
日
、
人
事
委
員
会
は

府
議
会
議
長
に
対
し
意
見
を
提

　人事委員会勧告制度は、労働基本権制約の代償措置とし
て、人事委員会が、地方公務員法に則り、給与等職員の勤務
条件について、情勢適応の原則に基づき、適正な措置を勧告
するものであることから、給料表等の改定が見送られるとい
う今回の措置は、遺憾であると言わざるを得ず、今後、勧告
制度の趣旨を十分に尊重されることを望むものである。
　本府職員の給与については、昨年４月から「給与制度の総合
的見直し」に係る経過措置が実施されることなく給料表の水
準が引き下げられた影響などにより、民間給与を下回ってい
る中で、今回の措置により、職務に精励している職員に与える
影響は大きく、当委員会として、深く憂慮するところである。
　今般、財政状況を理由として、公民較差に基づく給料表等の
改定が見送られるのであれば、こうした状況に至ったことに
ついて、十分説明責任を果たされる必要があるものと考える。

出
し
ま
し
た
（
左
掲
）。
人
事

委
員
会
が
述
べ
て
い
る
と
お
り

「
職
務
に
精
励
し
て
い
る
職
員

に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
」、

今
後
の
大
阪
府
・
教
職
員
・
警

察
官
の
人
材
確
保
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。

　

自
治
労
連
「
市
町
村
・
児
童
相
談
所
等
の
子
ど
も
家
庭
相
談
担
当
職
員
全
国
交
流
集

会
」
が
、
２
月
27
日
〜
28
日
に
愛
知
勤
労
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
虐
待
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
関
係
機
関
で
働
く
職
員
の
交
流
集
会
が
初
め
て
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
86
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

児
童
虐
待
対
応
の

児
童
虐
待
対
応
の

と
り
く
み
と
今
後
の

と
り
く
み
と
今
後
の

あ
り
方
を
交
流

あ
り
方
を
交
流

　

今
回
の
集
会
は
、
児
童
虐
待

対
応
件
数
の
増
加
が
続
き
、
児

童
相
談
所
や
市
町
村
の
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
が

多
様
性
・
重
要
性
を
増
す
中

で
、
現
場
の
声
を
集
め
、
と
り

く
み
を
交
流
す
る
た
め
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
自
治
労
連
と
し
て

も
各
相
談
機
関
の
役
割
が
重
く

な
っ
て
い
る
中
で
、
相
談
体
制

の
充
実
を
め
ざ
す
運
動
を
す
す

め
よ
う
と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、「
子
ど
も
家
庭
相

談
を
め
ぐ
る
児
童
福
祉
法
改
正

の
動
向
」
と
題
し
て
北
海
道
大

学
大
学
院
の
松
本
伊
智
朗
教
授

の
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

松
本
教
授
は
、
新
た
な
子
ど

も
家
庭
福
祉
あ
り
方
に
関
す
る

専
門
委
員
会
の
委
員
で
、
新
た

な
社
会
養
育
シ
ス
テ
ム
構
築
検

討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
座

長
で
す
。

　

委
員
会
報
告
に
込
め
ら
れ
た

議
論
や
子
ど
も
を
守
る
た
め
の

考
え
方
な
ど
に
言
及
し
た
報
告

で
、
今
後
の
児
童
福
祉
法
改
正

に
向
け
た
動
向
の
み
で
な
く
、

普
段
の
業
務
の
中
で
意
識
す
べ

き
点
な
ど
の
指
摘
も
あ
り
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
治
労
連
福
祉
部

会
よ
り
基
調
提
起
が
行
わ
れ
、

福
祉
部
会
と
し
て
の
厚
労
省
要

請
の
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
児
童
相
談
所
・
市
町
村

の
家
庭
児
童
相
談
室
の
職
員
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
に
よ
る
「
児
童
相
談
所
・
市

町
村
の
職
場
の
体
制
と
役
割
に

つ
い
て
」
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
の
問
題
意
識
な
ど

が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
分
散
会
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
の
課

題
や
児
童
福
祉
行
政
の
在
り
方

な
ど
が
討
論
さ
れ
ま
し
た
。
児

童
相
談
所
に
一
極
集
中
す
る
現

状
の
打
開
に
つ
い
て
、
児
童
相

談
所
と
市
町
村
・
学
校
・
保
育

所
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
の

あ
り
方
、
一
時
保
護
所
で
の
高

年
齢
児
へ
の
支
援
や
長
期
化
解

を
取
り
巻
く
厳
し
い
現
状
と
よ

り
よ
い
支
援
を
行
う
た
め
の
工

夫
や
思
い
を
交
流
し
ま
し
た
。

求
め
ら
れ
る
役
割
に

求
め
ら
れ
る
役
割
に

追
い
付
か
な
い
体
制

追
い
付
か
な
い
体
制

の
改
善
が
急
務

の
改
善
が
急
務

　

２
日
間
を
通
じ
て
、
多
く
の

児
童
相
談
所
が
、
人
員
不
足
だ

け
で
な
く
、
専
門
職
の
不
足
、

職
場
の
平
均
年
齢
が
30
歳
前
後

で
平
均
勤
続
年
数
が
３
年
未
満

の
職
場
実
態
、
２
年
目
職
員
が

新
採
職
員
を
指
導
す
る
状
況
の

中
、
経
験
不
足
や
知
識
不
足
の

も
と
、
子
ど
も
を
守
る
役
割
を

果
た
す
た
め
必
死
に
踏
ん
張
っ

て
い
る
状
況
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
市
町
村
の
相

談
機
関
で
は
、
専
門
職
が
い
な

い
、
相
談
員
は
非
常
勤
が
中
心

で
あ
る
な
ど
、
体
制
が
不
十
分

な
中
で
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る

実
態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
外
国
人
家
族
へ
の

相
談
・
支
援
に
つ
い
て
、
浜
松

市
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
通
訳
職
員

（
非
常
勤
）
の
経
験
な
ど
も
交

え
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
議

論
さ
れ
ま
し
た
。

今
こ
そ
自
治
労
連
の
出

今
こ
そ
自
治
労
連
の
出

番
！
子
ど
も
の
貧
困
問

番
！
子
ど
も
の
貧
困
問

題
解
決
め
ざ
し
て

題
解
決
め
ざ
し
て

　

そ
れ
ぞ
れ
の
体
制
強
化
や
人

員
増
に
向
け
た
と
り
く
み
と
と

も
に
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題
や

社
会
的
な
問
題
の
解
決
に
む
け

た
自
治
労
連
の
と
り
く
み
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
提
起
も

さ
れ
ま
し
た
。
子
育
て
が
安
心

し
て
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
た

と
り
く
み
の
重
要
性
が
確
認
さ

れ
、
今
後
も
引
き
続
き
開
催
さ

児童虐待から子どもを守るための相談体制の充実を

自治労連が全国交流集会を開催自治労連が全国交流集会を開催

す
る
と
と
も
に
、
府
人
事
委

員
会
に
対
し
て
、
意
見
を
表

明
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
人
事
委
員
会
勧
告

を
軽
視
す
る
知
事
あ
て
の
抗

議
署
名
が
全
国
の
労
働
組
合

・
団
体
か
ら
続
々
と
届
き
、

す
で
に
４
０
０
を
超
え
て
い

年
４
月
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
引
上

げ
る
と
の
回
答

を
引
き
出
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
月

例
給
（
給
料
表

・
地
域
手
当
）

の
引
上
げ
を
見

送
っ
た
こ
と
は

断
じ
て
許
せ
ま



自治労連セット共済をお得に利用しよう自治労連セット共済をお得に利用しよう

記念ロゴ・キャラクター募集開始!!記念ロゴ・キャラクター募集開始!!府職労70周年府職労70周年

＜３＞ 第2035号　（第三種郵便物認可）

あなたの「保険」ほんまに必要？

　府職労は、戦後間もない1946年４月６日に結成され、今
年で70年を迎えます。１月より実行委員会を開催し、さま
ざまな組合員・家族・府民参加型のイベントの開催に向け
た検討をすすめています。また、70周年を記念して、①

「府職労」ロゴマーク、②「府職の友」タイトルロゴ、③
府職労オリジナルキャラクター、④「70周年スローガン」
ロゴの４つについて、下記のとおり募集します。みなさん
積極的にご応募ください。

応募方法：組合員を通じて応募してください
　　　　　　府職労本部　FAX 06－6941－4541
　　　　　　　　　　　　Eメール info@fusyokuro.gr.jp

選　　定：府職労本部・実行委員会で決定します

賞　　品： ①～④に選ばれた作品には、それぞれ１万円の
JCBギフト券

　　　　　 応募された方全員に1000円のJCBギフト券（何
点応募されても１人につき1000円分、①～④す
べてに応募しても１人につき1000円分）

２月17日～３月25日まで募集受付期間募集受付期間No Union No Life　～今も未来も輝く社会を～
70周年スローガン

募集するもの募集するもの
①府職労　ロゴマーク　 大きさは問いません
　（宣伝物等に使用します）
②府職の友　タイトルロゴ　3.5㎝×8.5㎝
　（府職の友のタイトルロゴとして使用します）
③府職労オリジナルキャラクター　大きさは問いません
　（ 静止画・動画、平面・立体も含めて府職労公認キャ

ラクターとして幅広く活用します）
④No Union No Life　ロゴ　大きさは問いません
　（宣伝物等に使用します）

年
齢
児
へ
の
支
援
や
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　入院などにより１か月の医療費の自己負担額が一定の額（高額療養費算定
基準額）を超えたときは、超えた分が高額療養費として支給されます。
　また、同一の月に同一の医療機関等（医科と歯科、入院と外来はそれぞれ
別個の取扱いとなります。）から受けた診療について、高額療養費が支給さ
れても、なお残る自己負担額が１件につき25,000円（上位所得者及びその被
扶養者にあっては、50,000円）を超える場合は、その超えた額が一部負担金
払戻金（被扶養者の場合は家族療養費附加金）として支給されます。

※高額療養費支給制度（地共済）

セット共済とは、生命・医療・交通災害が１セットになった共済です

「共済」と「保険」の違い－「企業利益」or「助け合い」「共済」と「保険」の違い－「企業利益」or「助け合い」
　保険は保険会社が販売する商品で最終目標は企業の利益で
す。支払った保険料の大半は高額な人件費・広告宣伝費に消
えていきます。また、多くの場合、年齢別の保険料の設定に
なっていて、定期保険の場合は更新のたびに高額になる仕組
みになっています。「保険料は変わりません」という場合で
も、積み立て分を活用して新しい保険に入り直しているケー
スもあります。
　共済は組合員を対象にした助け合いの制度です。自治労連
共済は積立（大災害等に備えるための積立）や経費を除いた
約70％が共済金の支払いや還元金として加入者に支払われて
います。掛金は年齢に関係なく一律です。掛金が安く、自治
労連セット共済だけでも十分な幅広い保障内容です。

　安いだけでなく、保障も充実した「労働組合の助け合い制度」である「自治労連セッ
ト共済」を上手に利用しませんか。
　保険は「必要なときに必要な保障がある」ことが大切です。いろんな情報に振り回さ
れて必要以上に高額な保険に入っていませんか。地共済（地方公務員共済組合連合会）
には、高額療養費支給制度（※）もあります。このような制度も踏まえ
て、いま加入している保険を見直し、必要に応じてセット共済を利用
してみませんか。保険料を節約して保障を充実させることも十分に可
能ですし、そのことが仲間の助け合いにもつながります。決して、新
たな負担をお願いするものではありません。

自治労連セット共済をすすめる３つのポイント自治労連セット共済をすすめる３つのポイント

（１）常に時代にあった保障が受けられる―５年ごとの制度改定
　自治労連セット共済は、５年を目安に制度改定が行われます。その制度改定は、組合員の意見
・要望を取り入れて行われますので、制度改定のたびに充実した制度になっていきます。
　2013年の制度改定では、掛金はそのままで、ガン入院の支払額が1.5倍になりました。2016年
１月からは検査入院も共済金支払いの対象となっています。今後も、その時々の医療の状況等に
合わせて、改定がされていきます。セット共済に加入していれば、いちいち新しい保険に入りな
おさなくても、時代にあった最新の保障を受けることができるので安心です。

（２）共済金を受け取る機会が多い―必要に応じて自分のために受け取る
　通常の生命保険の場合は、死亡か重度障害の場合にしか支
払われません。医療特約など「特約」を付加することで、手
術や入院のときに保険金が支払われるようになります。
　セット共済の場合は、ケガや病気はもちろん、病気で障害
が残った場合には、障害の等級に応じて死亡共済金の100％
～４％の支払いを受けることができます。
　また、要件（入院５日以上または安静加療７日以上）を満
たせば、通院も支払いの対象となります。民間医療保険のほ
とんどは、入院のみが対象になっています。受け取る可能性
が大きいのも魅力です。

（３）本当に困った時に助けになる
　民間医療保険の場合は「１回の入院で60日まで」というのが主流です。自治労連セット共済は
１共済期間180日、通算540日限度です（途中で３ヶ月の勤務があれば通算はリセットされる）。
長期入院した場合、大きな差が出てきます。

①民間医療保険（１入院60日型） 5,000円× 60日＝ 30万円
②自治労連セット共済　　　最大5,000円× 540日＝ 270万円
　　　　　　　　　　　　　最小5,000円× 360日＝ 180万円

入院日額5,000円の保障、入院日額5,000円の保障、
２年間連続入院した場合２年間連続入院した場合

府職労では、①府職労加入後５年以内、②40歳以下、③非正規職員の組合員のいずれかに該当
する方で健康告知に該当しない方を対象に「10型（掛金1,070円／月）」を最大12ヶ月（９月１
日～８月31日まで）プレゼントします。お気軽にお問い合わせください。
　　＊自治労連セット共済は、自動継続ではありません。
　　＊ １年ごとの契約です。「継続する」「しない」は自由です。○をつけてハンコを押すだけ

で簡単に非継続できます。
　　＊加入中に健康告知に該当しても継続できます。ただし、保障の引上げはできません。

入院日数 通院日額 死亡 後遺障害
手術見舞金

病気けが 交通事故 病気けが 交通事故 病気けが 交通事故 病気 交通事故

2,000円 7,000円 1,000円 1,500円 100万円 400万円 ４万～90万円 360万～16万円 30,000円

セット共済
10型の
保障内容

セット
共済

セット
共済

プレゼ
ント

プレゼ
ント

キャン
ペーン

キャン
ペーン

　自治労連セット共済は「組合員を対
象にした助け合いの制度」です。民間
保険では、あり得ないことですが、一
定条件を満たせば、健康告知に該当す
る組合員も加入できるという制度にな
っています。
　府職労の場合、組合員の50％がセッ
ト共済に加入す
ると、健康告知
該当組合員もセ
ット共済に加入
ができるように
なります。

　保険を見直してみませんか保険を見直してみませんか
　「民間保険をやめるともったいない」という声をよく聞きま
す。確かに全部解約すると損をすることもあります。生命保険
（死亡時の保障）部分や貯蓄部分（年金保険など）は残して保障
や保険料を下げる、医療保険部分は解約するなどなどの見直しを
してみましょう。そこで安くなった保険料の一部で自治労連セッ
ト共済を活用するのも１つの方法です。
　自治労連セット共済は１型～10型まで保障の大きさもさまざま
です。民間保険を解約して自治労連セット共済の型を大きくする
のも１つの方法です。
　セット共済は１年更新ですし、余った掛金は還元されます。ま
ずは、自治労連セット共済に加入して、ケガや病気など、基本的な
保障に備えたうえで、じっくり考えてみてはいかがでしょうか。

　ほんまもんの助け合いのためにほんまもんの助け合いのために

第１期わくわく講座
★開講式

★第１回　 「人間らしく生き、働きたい！」「こんな職場何
とかしたい！」――だから労働組合

　　　　　　A　３月12日（土）13時～15時30分
　　　　　　B　３月25日（金）19時～20時30分

★第２回　 一人じゃできないこともみんなで力をあわせ
――労働者・労働組合の権利

　　　　　　A　４月９日（土）13時～15時30分
　　　　　　B　４月15日（金）19時～20時30分

ＡとＢの講義内容は同じものです。どちらか一方に出ＡとＢの講義内容は同じものです。どちらか一方に出
席してください。両方出席してもかまいません。席してください。両方出席してもかまいません。

参加費参加費
無料無料
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